






















家の断絶」 の口頭発表を行った際、 〈藤原為顕について〉 〈拙稿 『代集』に関する追記
（メモ）
〉 〈慶融略年譜〉 〈為実略年譜〉 〈俊言事績〉
















庫から出現し、 『冷泉家時雨亭叢書』の解題を著者が担当したことに因む成稿という。書陵部本は著者や松野陽一氏により宗家の家集かと推定されて た経緯があった。このように冷泉 の秘庫が公開されて 、著者の仮説が実証ないしはより確度 増した事例は少なくない。たとえば国宝手鑑『藻塩草』の一葉が「自葉
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集」の恋部ではとの予言






















て、國學院大学蔵『後拾遺集』や中院通村日記などの資料を駆使し事績を明らかにする。元盛の費やした労力 想う 、彼がなぜ『作者部類』のような大事業を志したのか、 「更清書之」とあるのは師筋からの依頼・命令があった か、著者自身が記すように興味 尽きない。近年関心が高ま ている勝間田長清『夫木和歌抄』およびその師為相との 係なども含め、鎌倉後期 ら南北朝期にかけての歌道宗匠家と周縁の弟子筋によ 類聚や部類などの編纂活動は、背後の膨大な和歌資料群の存在など追究すべ 問題






















かでどのように整理・評価するのか、千首歌と う形式の創出・享受は「題詠による量産の要求された中世」では当然と説く著者のなかに 、見取り図が描かれてい 違いな 、それを大胆披瀝して欲しかったと思う。し し著者の叙述はあ 淡々として禁欲的で、筆は方法論としての私家 系統分類への研究史批判へと向かうの ある。補説「伝本分類 用語管見─特に私家集について─」 では 「おそらく系統 いう語がよく用いられる は伝本調査の結果、系統表を作る操作
（系譜法による本文批判）
が典
範化されたことに影響されてい からではなかろう 」と説きつつ、 「一方、系譜法は万全のもので ない、すべ を系統化
のは難しい」と戒める発言もある。膨大な伝本を調査してきた著者ならではの体験に基づく述懐で ろう。書評者は近時「冷泉家時雨亭文庫蔵中世私家集系統一覧」
（叢書『中世私家集十一』付載）







る。中世私家集研究の基幹資料が出揃った現在、本書の第Ⅱ部は時宜を得てあらかじめ用意されていたかの如くである。様々 ヒントが隠れており、啓示を受け 読者も少なくないこ と思う。
　著者は古写本や古記録などを博捜、手堅く証拠を積み上げなが
らも、しかし断定的な物言いをなるべく避け、きわめて慎重に論を運んでいる。その関心は中世和歌全体に及んでおり 落首 狂歌・道歌・教訓歌なども当然、対象として扱われている。第Ⅱ部第四章「和 の実用性と文芸性」には、そのような論攷が集められた。和歌と茶道との交流につい も、よく目にするような浅薄な文化論とは一線を画し、実隆と紹鷗との師弟の交わりを具体的に跡付ける著者ならでは 手法によって史的交渉が丁寧に解き明かされてゆく。和歌を頗る広い範囲で捕らえ いた同時代 人々
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になりかえり、 「トータルとしての和歌が如何なるものであったか、今後とも考えてみたい」 と自記する通りなのであろう。将来、著者による新たな大冊に接する日も、そう遠くは いような気がする。
　第Ⅲ部〔歌壇史のこと〕は「１ 　歌壇史研究について」 「２ 　
歌壇の概観」から成 。 「１ 　歌壇史研究について」は、第一人者の立場からの回顧と展望である。昭和四〇年発表の「冷泉家関係者の記した奥書を持つ歌書類について 　付・歌壇史研究について」の付部分など、論攷三編が核となっている。しかし、冷泉家関係の奥書集成の部分は残念ながら今回も未収録となった。思うに、奥書 蒐集時から年月が経過していること、冷泉家の典籍類が未公開の段階での作業だったこと等々 考慮されてであろうが、中世和歌研究者には依然として必備の論文である。書評者も頻繁に参照する だが、何処 へ紛れ しまうたびに複写を余儀なくされており、悩ましい。 「研究者が殆ど手をつけず、奇々怪々たる伝説の荒れ狂うにまかせていた中世和歌の分野を、私は、確実な史的事実を通して歌壇や歌人の実態把握を行う事から 明らかにしようと心がけ きた」という著者 発言も、この省 れ部分にあり、惜しまれてならない。他 未収録 論攷 た えば「東常縁の家集並びに諸著作の考察
  附・東家末流著作一覧」 「東
































であった、と回顧している。俗事に追わ 愚痴を並べがちな我が身を省みて、恵まれた時代 生きているこ を感謝し着実に歩まなければと、本書を前に自戒の念を禁じ得ないのである。 
（二〇〇七年七月 　笠間書院 　Ａ５判 　五一〇頁 　税込一四一七五円）








俳句会に訪れた折、 私語がうるさい。 「叱っていたら勲章になった （？） かもしれない」という。その一年生は誰あろう「披講さた時の名乗りは、 寺山修司」 だったそ な。（二〇〇九年二月 　笠間書院 　Ａ５判 　三八二頁 　税込五〇四〇円）
 
〔梅田 　径〕
